
バ
ル
カ
ン
の
南
ス
ラ
ヴ
人
の
あ
い
だ
に
見
ら
れ
た
大
家
族
共
同
体
ザ
ド
ル
ガ
爵
号
巨
空
を
正
確
に
定
義
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
さ
し
あ
た
り

ザ
ド
ル
ガ
研
究
の
代
表
者
モ
ズ
リ
の
定
義
を
借
用
す
る
と
、
ザ
ド
ル
ガ
は
、
い
く
つ
か
の
家
族
が
「
血
縁
ま
た
は
養
子
関
係
で
密
接
に
結
合
さ

れ
、
生
産
手
段
（
土
地
、
家
畜
、
農
具
）
を
共
有
し
、
生
活
手
段
の
生
産
と
消
費
を
共
同
で
行
い
、
そ
の
財
産
、
労
働
、
生
計
の
管
理
を
共
同
で
行

（
１
）
う
」
共
同
体
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ザ
ド
ル
ガ
で
は
、
家
長
を
中
心
に
、
結
婚
し
た
成
年
男
子
が
合
議
し
な
が
ら
、
こ
の
共
同
体
を
運
営
し

て
い
く
。
労
働
は
ザ
ド
ル
ガ
の
な
か
で
の
分
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
ザ
ド
ル
ガ
の
長
は
、
外
に
た
い
し
て
ザ
ド
ル
ガ
を
代
表
し
、
税
を
納

め
、
村
会
に
出
て
、
村
長
を
選
ぶ
。
中
世
以
来
存
在
し
た
こ
の
ザ
ド
ル
ガ
は
、
一
九
世
紀
中
頃
か
ら
は
衰
退
し
始
め
た
が
、
戦
間
期
を
生
き
抜

ザ
ド
ル
ガ
研
究
へ
の
序
章

南
塚
信
吾
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ザ
ド
ル
ガ
に
関
す
る
文
献
は
、
こ
れ
ま
で
に
三
つ
の
波
を
描
い
て
現
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
○
世
紀
初
頭
で
あ
り
、
二

つ
は
、
戦
間
期
の
、
と
く
に
一
九
三
○
年
代
で
あ
り
、
三
つ
は
、
一
九
六
○
年
代
以
後
で
あ
る
。

十
九
世
紀
後
半
か
ら
の
文
献
は
、
バ
ル
カ
ン
自
身
で
い
え
ば
、
多
分
に
実
践
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
十
九
世
紀
に
入
っ
て
進
行
す
る
ザ

ド
ル
ガ
の
解
体
に
と
も
な
っ
て
生
じ
る
民
法
上
の
法
律
問
題
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
解
体
す
べ
き
か
近
代
的
に
発
展
さ
せ
る
べ
き
か
と
い
う
経
済

・
社
会
政
策
の
問
題
と
し
て
、
さ
ら
に
は
、
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
の
影
響
を
受
け
た
社
会
主
義
者
た
ち
に
よ
る
未
来
社
会
の
構
想
の
か
ぎ
と
し
て
、
ザ

（
５
）

ド
ル
ガ
が
実
践
的
課
題
を
負
い
つ
つ
、
し
か
も
概
し
て
理
論
的
に
議
論
さ
れ
た
。
一
方
西
欧
に
お
い
て
は
、
集
団
的
所
有
か
ら
個
人
的
所
有
へ

の
、
集
団
婚
か
ら
一
夫
一
婦
制
へ
の
、
大
家
族
か
ら
小
家
族
へ
の
移
行
の
過
程
に
お
け
る
過
渡
的
形
態
と
し
て
、
ザ
ド
ル
ガ
に
理
論
的
な
関
心
が

（
６
）

示
さ
れ
て
い
た
。
ザ
ド
ル
ガ
の
衰
退
は
、
十
九
世
紀
に
西
欧
世
界
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
個
人
的
原
理
の
優
位
を
示
す
も
の
と
理
解
さ
れ
、
そ
う

い
う
原
理
の
成
立
の
前
期
的
母
胎
と
し
て
ザ
ド
ル
ガ
に
関
心
が
向
け
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

戦
間
期
に
お
け
る
ザ
ド
ル
ガ
ヘ
の
関
心
は
、
こ
れ
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
九
三
○
年
代
に
バ
ル
カ
ン
の
農
民
は
農
業
恐
慌

に
襲
わ
れ
た
。
そ
う
い
う
と
き
、
バ
ル
カ
ン
に
は
、
土
地
所
有
農
民
を
基
礎
に
し
た
国
家
を
構
想
す
る
人
民
主
義
者
が
現
れ
て
、
ザ
ド
ル
ガ
の
精

（
７
）

神
を
取
り
入
れ
た
共
同
社
会
を
作
る
べ
く
、
農
村
調
査
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
西
欧
世
界
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け
個
人
的
原
理
が
危
機
に
直
面

（
２
）
（
３
）

こ
の
ザ
ド
ル
ガ
は
、
日
本
で
は
、
ほ
と
ん
ど
本
格
的
な
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
社
会
人
類
学
の
中
村
孚
美
氏
や
、
中
根
千

（
４
）

枝
氏
、
そ
れ
に
歴
史
学
の
立
場
か
ら
筆
者
が
、
あ
る
程
度
の
紹
介
を
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
欧
米
で
は
近
年
ザ
ド
ル
ガ
の
研
究
が

家
族
史
研
究
の
昂
揚
と
絡
承
な
が
ら
顕
著
な
発
展
を
見
せ
て
い
る
。
筆
者
た
ち
は
、
東
欧
史
研
究
の
深
化
の
た
め
に
二
年
程
前
か
ら
ザ
ド
ル
ガ
の

研
究
を
始
め
て
い
る
が
、
ま
だ
研
究
は
ほ
ん
の
端
緒
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
成
果
の
一
部
を
、

ザ
ド
ル
ガ
の
研
究
史
と
い
う
形
で
、
中
間
的
に
報
告
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
い
。

き
、
戦
後
》

思
わ
れ
る
。

戦
後
に
よ
う
や
く
解
体
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
精
神
は
ま
だ
バ
ル
カ
ン
の
人
灸
の
生
活
に
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も

一
研
究
状
況
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二
事
例
研
究
の
現
状

以
上
の
よ
う
な
波
の
な
か
で
ザ
ド
ル
ガ
に
関
す
る
文
献
は
か
な
り
多
く
出
さ
れ
た
が
、
ザ
ド
ル
ガ
の
事
例
研
究
そ
の
も
の
は
意
外
に
乏
し
い
。

ま
ず
、
中
世
に
つ
い
て
は
、
ザ
ド
ル
ガ
が
十
二
’
十
三
世
紀
か
ら
見
ら
れ
る
と
い
う
長
年
の
主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
時
期
の
事
例
研
究
は

多
く
は
な
い
。
十
九
世
紀
末
に
セ
ル
ピ
ァ
の
ノ
ヴ
ァ
『
一
ヴ
ィ
ッ
チ
が
い
く
つ
か
の
事
例
を
あ
げ
た
の
を
受
け
て
、
二
十
世
紀
初
頭
に
パ
イ
ス
カ
ー

が
、
十
四
’
十
五
世
紀
に
お
け
る
ザ
ド
ル
ガ
の
実
態
を
修
道
院
文
書
を
用
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
以
後
は
、
ご
く
近
年
に

現
れ
た
ハ
ム
メ
ル
の
も
の
し
か
見
当
た
ら
な
い
。
か
れ
も
、
ア
ト
ス
山
の
修
道
院
文
書
を
分
析
し
て
、
十
四
世
紀
バ
ル
カ
ン
の
あ
る
村
の
家
族
構

し
た
一
九
三
○
年
代
に
、
ザ
ド
ル
ガ
ヘ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
十
九
世
紀
末
に
は
急
速
に
衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た
ザ
ド
ル
ガ
が
認
完
全
に
は
消
滅
せ

（
８
）

ず
、
意
外
な
根
強
さ
を
示
し
た
こ
と
に
、
研
究
者
の
関
心
は
向
け
ら
れ
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
ザ
ド
ル
ガ
の
研
究
は
し
ば
ら
く
途
絶
え
て
い
た
。
農
業
の
社
会
主
義
化
に
と
も
な
っ
て
ザ
ド
ル
ガ
は
ほ
ぼ
根
絶
さ
れ
た
か

（
９
）

ら
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
学
者
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
九
五
○
年

（
、
）

代
に
は
ザ
ド
ル
ガ
研
究
の
復
活
の
動
き
が
始
ま
り
、
一
九
六
○
年
代
以
後
、
ザ
ド
ル
ガ
研
究
が
ふ
た
た
び
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
い
ろ
い

ろ
な
要
因
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、
社
会
人
類
学
の
分
野
に
お
い
て
、
家
族
制
度
の
研
究
に
新
し
い
見
方
が
広
が
り
、
大
家

族
が
必
然
的
に
小
家
族
に
発
展
し
て
い
く
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
見
方
が
相
対
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
二
つ
に
は
、
歴
史
学
の
分
野
に
お
い
て
、

バ
ル
カ
ン
の
社
会
主
義
の
現
実
を
戦
前
の
社
会
と
の
連
続
性
の
な
か
で
考
え
よ
う
と
い
う
見
方
が
芽
生
え
た
こ
と
に
よ
る
。
一
九
五
○
年
代
に
は

い
か
に
も
異
質
な
社
会
が
バ
ル
カ
ン
に
植
え
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
て
い
た
が
、
ス
ク
リ
ー
ン
批
判
後
し
だ
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
固
有
の

条
件
が
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
契
機
か
ら
一
九
六
○
年
代
以
後
、
主
と
し
て
欧
米
の
研
究
者
の
あ
い
だ
で
ザ
ド
ル
ガ
研
究

の
新
し
い
波
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

当
の
バ
ル
カ
ン
諸
国
に
お
い
て
は
、
ザ
ド
ル
ガ
な
る
も
の
は
す
で
に
過
去
の
遺
物
な
の
だ
と
い
う
見
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
一
九

六
○
年
代
に
は
い
っ
て
、
ソ
連
で
の
共
同
体
再
評
価
の
動
き
を
受
け
て
で
あ
ろ
う
か
、
共
同
体
論
の
一
環
と
し
て
ザ
ド
ル
ガ
研
究
が
進
め
ら
れ
る

当
の
バ
ル
カ
ン

六
○
年
代
に
は
い
（
ｕ
）

よ
う
に
な
っ
た
。
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（
皿
）

成
を
推
定
し
、
ザ
ド
ル
ガ
と
い
い
う
る
も
の
は
、
村
の
世
帯
全
体
の
三
○
。
〈
－
セ
ン
ト
程
度
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
論
を
し
て
い
る
。

こ
れ
以
外
に
中
世
の
事
例
研
究
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
後
の
オ
ス
マ
ン
Ⅱ
ト
ル
コ
支
配
下
に
お
け
る
ザ
ド
ル
ガ
の
事
例
研
究
も
、
そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な

い
。
や
は
り
ノ
ヴ
ァ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
こ
の
時
期
の
事
例
を
幾
つ
か
扱
っ
た
あ
と
、
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。
一
九
六
○
年
代
に
は
い
っ
て
、
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
研
究
者
た
ち
が
十
五
’
十
八
世
紀
の
オ
ス
マ
ン
Ⅱ
ト
ル
コ
支
配
期
の
法
制
度
や
農
村
共
同
体
の
研
究
を
進
め
て

（
週
）

は
い
る
が
、
ま
だ
具
体
的
な
事
例
研
究
を
示
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

十
九
世
紀
に
お
け
る
ザ
ド
ル
ガ
の
事
例
研
究
と
し
て
最
も
初
期
の
事
例
を
扱
っ
た
の
は
、
や
は
り
ご
く
近
年
に
出
た
ト
マ
シ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
ト

マ
シ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
村
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
れ
は
、
ア
ド
リ
ア
海
に
面
し
た
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
’
一
ク
の
近
く
に
あ
る
。
ヘ
レ
シ
ャ
ッ
半
島
の
同

村
で
、
自
分
の
親
戚
筋
か
ら
一
八
○
九
年
か
ら
一
八
五
○
年
に
わ
た
る
史
料
を
手
に
入
れ
て
、
当
時
の
同
村
に
お
け
る
ザ
ド
ル
ガ
の
構
成
を
明
ら

（
皿
）

か
に
し
て
い
る
。
十
九
世
紀
後
半
に
つ
い
て
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
の
政
治
家
ゲ
シ
ョ
フ
と
民
族
学
者
マ
リ
ノ
フ
が
か
な
り
多
く
の
事
例
を
挙
げ
て

は
い
る
が
、
一
つ
の
ザ
ド
ル
ガ
に
踏
糸
込
ん
だ
事
例
研
究
で
は
な
い
。
（
そ
の
意
味
で
は
、
セ
ル
ピ
ァ
人
の
．
〈
ヴ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
も
の
が
優
れ
た
事
例
研

（
通
）

究
の
よ
う
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ま
だ
見
て
い
な
い
）
・

事
例
研
究
が
比
較
的
多
い
の
は
戦
間
期
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
九
二
○
年
代
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ル
ッ
ェ
、
コ
ヴ
ィ
ナ
に
あ
る
一
つ
の
ザ
ド
ル
ガ
に
つ

い
て
の
回
想
的
記
録
が
Ｗ
・
ヴ
チ
ニ
ッ
チ
に
よ
っ
て
近
年
著
さ
れ
た
。
一
九
二
五
年
に
解
体
し
た
こ
の
ザ
ド
ル
ガ
に
生
活
し
て
い
た
か
れ
は
、
自

（
恥
）

分
の
体
験
を
交
え
て
ザ
ド
ル
ガ
の
構
造
や
生
活
や
慣
習
を
い
き
い
き
と
描
き
出
し
て
い
る
。
一
九
三
○
’
四
○
年
代
に
入
る
と
、
二
つ
の
重
要
な

事
例
研
究
が
あ
る
。
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
ズ
リ
が
調
査
し
た
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
地
方
の
ヴ
ァ
ル
ジ
ッ
チ
・
ザ
ド
ル
ガ
の
事
例
で
あ
る
。
か
れ
は

ザ
ド
ル
ガ
が
最
も
衰
退
し
て
い
る
は
ず
の
平
地
に
あ
る
ザ
ド
ル
ガ
の
研
究
を
し
て
、
ザ
ド
ル
ガ
の
根
強
い
抵
抗
力
を
実
証
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の

事
例
研
究
は
ヴ
ァ
ル
ジ
ッ
チ
家
の
ザ
ド
ル
ガ
の
歴
史
、
構
造
、
収
支
、
村
と
の
関
係
、
解
体
要
因
な
ど
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
て
、
の
ち
の
ザ
ド

（
Ⅳ
）

ル
ガ
研
究
の
一
つ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
二
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
人
類
学
者
ロ
ッ
ジ
が
調
査
し
た
セ
ル
ビ
ァ
の
山
岳
地
帯
テ
ト
ヴ
ォ
の

ザ
ド
ル
ガ
の
事
例
で
あ
る
。
彼
女
は
と
く
に
ザ
ド
ル
ガ
に
お
け
る
女
性
の
地
位
に
注
目
し
な
が
ら
ザ
ド
ル
ガ
で
の
生
活
や
分
業
の
あ
り
か
た
の
調
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（
岨
）

査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
ユ

ザ
ド
ル
ガ
や
村
の
記
録
を
、
雑

ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。

大
戦
後
に
は
、
し
ば
ら
く
（

あ
る
オ
ラ
シ
ャ
ッ
ッ
村
の
ザ
ポ

も
利
用
し
て
、
ほ
ぼ
一
世
紀
』

大
戦
後
に
は
、
し
ば
ら
く
の

こ
の
ほ
か

空
白
が
続
く
が
、
一
九
五
○
年
代
末
に
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ル
パ
ー
ン
に
よ
っ
て
セ
ル
ビ
ァ
の
シ
ュ
マ
デ
ィ
ァ
地
方
に

あ
る
オ
ラ
シ
ャ
ッ
ッ
村
の
ザ
ド
ル
ガ
の
事
例
研
究
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
九
五
三
年
以
来
の
調
査
の
報
告
で
あ
り
、
一
八
六
三
年
の
統
計
を

も
利
用
し
て
、
ほ
ぼ
一
世
紀
に
わ
た
る
世
帯
構
成
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
七
○
年
代
に
、
共
同
研
究
に
よ
っ
て
拡
充
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
間
一
九
六
○
年
代
に
は
、
エ
ー
リ
ヒ
も
セ
ル
ビ
ア
の
三
○
○
の
村
の
事
例
研
究
を
行
っ
て
、
ザ
ド
ル
ガ
研
究
に
寄
与
し
て
い
る
。

そ
う
し
て
、
一
九
七
○
年
代
半
ば
に
、
モ
ズ
リ
の
死
を
惜
し
ん
で
、
ハ
ル
。
ハ
ー
ン
以
下
の
ザ
ド
ル
ガ
研
究
者
が
、
モ
ズ
リ
の
主
著
を
復
刻
す
る
と

（
”
）

と
も
に
、
一
連
の
研
究
論
文
を
載
せ
た
本
を
著
し
た
。
バ
ル
カ
ン
自
体
で
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
人
類
学
者
た
ち
が
少
し
ず

（
皿
）

つ
事
例
研
究
に
手
を
伸
ば
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

ザ
ド
ル
ガ
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
起
源
、
衰
退
の
原
因
、
家
長
の
機
能
、
家
族
会
議
の
役
割
、
ザ
ド
ル
ガ
よ
り
大
き
な
血
縁
関
係
の
役
割
、
村

そ
の
他
の
地
方
行
政
と
の
関
係
、
封
建
支
配
や
オ
ス
マ
ン
Ⅱ
ト
ル
コ
支
配
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
ザ
ド
ル
ガ
の
地
域
的
存
在
範
囲
、
ま
わ
り
の
民

族
の
家
族
制
度
と
の
比
較
、
さ
ら
に
は
、
ザ
ド
ル
ガ
が
時
々
の
政
治
や
経
済
や
民
衆
運
動
に
と
っ
て
持
っ
た
意
味
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ

る
。
そ
の
い
く
つ
か
は
社
会
人
類
学
な
ど
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
多
く
の
問
題
が
歴
史
学
か
ら
の
解
明
に
ま
つ
と
こ
ろ
が
多
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注の
三
○
ｍ
。
言
里
〕
・
同
．
》

は
○
口
》
ご
こ
ぶ
門
，
の
．

⑨
中
村
孚
美
「
ユ
ー
ゴ

、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
ダ
ー
ス
が
、
一
九
三
○
年
代
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
教
師
と
し
て
活
動
す
る
あ
い
だ
に
観
察
し
た

（
胡
）

録
を
、
戦
後
に
著
書
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。
他
方
、
こ
の
時
期
の
バ
ル
カ
ン
自
身
で
の
事
例
研
究
と
い
う
べ
き
も
の
は
、

目
｝
〕
⑦
冠
⑦
画
留
昌
司
色
旨
昌
辱
》
弓
一
〕
⑦
圃
國
』
【
こ
い
色
》
○
『
○
○
日
冒
匡
邑
陸
一
］
○
旨
丁
顛
巨
三
宮
冒
二
】
の
団
露
弄
四
自
唾
画
一
己
岸
切
宛
の
。
の
貝
閃
く
○
旨
，

句
．
ａ
．
》
弓
一
〕
⑦
○
三
自
国
一
戸
己
冒
○
月
写
８
国
所
ｇ
暑
》
ｚ
⑦
乏
昌
ｏ
堅
く
》
こ
き
》
亨
呂
．

ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
の
大
家
族
共
同
体
（
ザ
ド
ル
ー
ガ
）
に
つ
い
て
」
『
社
会
人
類
学
研
究
会
報
』
（
都
立
大
学
）
肌
２
（
一
九
六
二
’
六
三
）
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③
中
根
千
枝
『
家
族
の
構
造
ｌ
社
会
人
類
学
的
分
析
』
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
○
．

り

ぃ
南
塚
信
吾
『
東
欧
経
済
史
研
究
序
説
』
多
賀
出
版
一
九
八
五
。

副
バ
ル
カ
ン
自
身
で
の
研
究
と
し
て
主
な
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。
・

二
重
の
ョ
。
ぐ
蒜
｝
○
の
、
三
》
豆
の
困
画
こ
の
－
８
ヨ
ョ
ニ
冒
。
ロ
の
ョ
〔
言
望
壁
画
ぐ
の
二
》
三
の
国
）

Ｉ
］
誤
野
田
○
四
座
か
ぐ
）
．
勺
国
ぐ
己
○
匡
野
芦
巨
辺
○
ぐ
の
ロ
画
》
国
色
四
号
》
畠
⑦
勇
夢
匙
・
〉
ロ
の
一
色
き
『
日
の
島
房
《
《
旨
○
歸
○
、
ご
画
ご
空
①
一
色
｛
國
目
コ
ー
ニ
①
Ｈ
ご
『
四
一
①
○
一
〕
の
騨

一
⑦
の
⑦
『
一
）
の
め
９
－
の
め
Ｏ
Ｈ
Ｃ
胃
の
的
》
宛
の
く
こ
の
』
⑦
ロ
『
ｇ
《
ご
蔚
局
口
旦
さ
二
三
２
（
一
の
門
の
四
ｍ
一
旦
ご
巨
○
○
〕
三
）
胃
⑦
の
）
易
の
妄
今
の
の
叩
一
〕
○
く
》
胃
・
『
噂
一
号
巨
四
一
宮
ぐ
噂
一
‐

、

ご
乱
ロ
四
国
竺
唱
目
色
》
の
旦
旨
ゾ
］
麗
秤
三
國
鼻
○
ぐ
ぷ
〉
の
．
〕
の
閂
匡
の
ロ
四
国
○
ｍ
房
ご
》
］
認
砕
ｚ
ｏ
ぐ
鼻
○
ぐ
蔵
》
聾
・
》
の
⑦
一
○
》
国
①
○
四
乱
》
勗
臼
一
三
日
冒
○
ぐ
》
ロ
．

●

固
く
酉
の
盲
『
目
色
グ
弓
》
”
こ
め
の
》
届
④
鱒
］
○
ぐ
“
。
○
く
ぷ
》
シ
・
》
胃
晩
８
『
一
読
蚕
国
騨
乱
冨
一
穴
砦
鼻
①
曽
空
『
匡
函
⑦
》
国
の
○
ｍ
目
〔
一
》
屍
②
再
三
目
－
８
ぐ
ぷ
》
三
・
》
ロ
苛
め
の
『
豆
印
。
｝
〕
①

●

国
画
匡
降
○
日
日
匡
昌
○
国
（
圃
乱
口
伝
画
）
ロ
己
・
夢
『
①
国
ａ
の
巨
賃
昌
侭
日
〔
一
閂
く
の
品
四
国
、
⑦
己
〕
の
岸
匡
ご
』
の
渦
の
目
三
國
昇
》
Ｆ
国
富
両
》
后
９
．

Ｇ

１〃
ｉ
こ
の
時
期
の
西
欧
に
お
け
る
文
献
の
主
な
も
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
宮
ぐ
の
一
旦
】
画
・
匡
胃
○
頁
芯
威
２
号
の
⑦
ぬ
き
『
ョ
の
吻
冒
．
』
ョ
旨
ぐ
の
の
》

●
●
●

６

国
．
巨
槻
①
こ
の
》
易
司
鳶
三
色
旨
⑦
》
国
・
》
己
一
ｍ
ｍ
の
旦
呉
５
．
め
○
コ
両
目
々
門
豊
ぐ
画
ご
堅
○
ロ
め
８
９
・
Ｐ
Ｃ
。
」
○
コ
、
勗
麗
一
元
ａ
三
○
言
〕
厨
〉
自
．
乏
爾
．
》
ロ
房
国
邑
巨
ｍ
－
８
日
，

●

●

目
ご
目
○
コ
（
庁
『
の
嘩
号
一
目
こ
の
コ
》
国
⑦
匙
の
弓
①
侭
》
届
臼
》
も
の
重
息
『
》
］
．
》
己
苛
め
２
．
三
ｍ
ｇ
］
の
呼
一
〔
一
昌
習
》
国
図
厨
の
一
〕
ユ
津
凌
Ｒ
の
○
圏
○
一
○
四
①
ロ
ロ
』
一
三
『
房
の
彦
呉
房
‐

●

く

一
九
三
○
年
代
の
研
究
と
し
て
は
、
罰
与
○
く
鄙
、
三
》
爵
今
昌
噌
響
邑
野
合
員
き
ぐ
伽
言
宮
野
）
匡
国
三
色
島
国
目
色
》
の
言
呈
命
鐸
呂
呉
品
。
画
巨
。
ご
侭

、
Ｉ
ノ

く

【
ノ
″
りく

〔
一
目
伽
弓
圏
》
こ
ぢ
一
国
野
冨
蒜
》
罰
・
》
〆
鼻
。
課
一
ぐ
］
国
胃
且
〕
爵
四
・
ｇ
》
ら
患
．
そ
の
他
、
一
九
三
○
年
代
の
研
究
と
し
て
、
酉
一
）
。
ｓ
ｏ
〕
く
．
》
野
島
屋
圏
》

ぜ
、
●
●

．
、

野
『
ど
の
ぐ
○
》
ら
旨
轡
豆
９
．
恩
島
品
色
．
弓
の
。
『
言
筐
言
圖
目
国
々
の
言
呈
【
呼
冒
島
呉
品
巨
匡
園
９
国
．
忌
閏
ｌ
圏
が
あ
る
。

●

●

⑧
卑
言
｝
〕
》
ぐ
・
の
。
》
弓
胃
酸
。
巨
弓
、
言
ぐ
冨
言
一
員
。
ご
三
色
三
宮
の
○
ｇ
ｏ
一
○
四
８
－
詞
⑦
ぐ
蚕
こ
》
忠
》
ら
ち
》
旨
（
何
の
〕
○
・
『
房
雪
銅
【
二
鼻
匡
庁
ヨ
昌
二
唱
号
ぐ
ご
》

●

Ｐ
Ｃ
ご
』
○
ご
》
］
置
屋
三
○
ｍ
の
ご
ゞ
型
〕
・
〉
弓
一
〕
①
も
ｇ
醜
曽
昌
司
色
ヨ
ニ
享
冒
三
頁
⑦
》
⑦
〔
一
・
》
弓
琴
⑦
○
三
自
国
一
シ
己
冒
ｏ
雪
の
一
目
８
国
一
切
ｇ
こ
》
ｚ
⑦
乏
昌
。
受
、
］
貿
房

二
）
匙
・
》
ン
（
一
へ
一
頁
へ
昌
○
ご
き
》
．
ｍ
二
『
急
ぐ
画
一
平
目
一
〕
⑦
く
色
感
尽
圃
画
号
一
嗣
堂
》
弓
｝
〕
の
聖
雪
ぐ
○
二
一
Ｏ
Ｂ
匙
詞
色
黒
向
二
言
●
。
ご
ｇ
二
両
⑦
ぐ
討
乏
）
×
×
員
ら
全
当
盟
２
『
（
一
》
画
》
門
邑

●

園
色
堅
円
巨
函
色
め
こ
』
，
い
一
色
ぐ
①
堅
色
．
、
一
壱
の
ぐ
○
一
匡
匡
○
口
（
旨
い
『
○
匡
も
①
ユ
○
コ
〕
の
黒
昌
巨
の
》
勺
邑
ユ
い
》
骨
④
心
騨

●

⑨
例
え
ば
、
国
与
○
ぐ
蒜
》
三
・
》
ｚ
の
め
『
＆
ヨ
堅
臼
］
甘
の
号
。
盲
国
園
且
『
巨
唱
》
国
の
○
四
塁
》
ら
余
．
１
－
。
コ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
出
身
の
学
者
と
い
う
点
で
は
、

●

弓
ｇ
貝
一
ｍ
の
ぐ
室
〕
｝
〕
・
》
惠
奎
銅
へ
一
二
房
》
ぎ
一
三
。
”
一
《
一
三
厚
ｏ
－
５
一
三
。
Ｑ
〕
昌
蒟
の
冒
昌
品
○
ｍ
一
色
喜
一
》
望
へ
一
二
。
ａ
》
ご
認
が
、
そ
れ
ま
で
の
ザ
ド
ル
ガ
に
関
す
る
議

函
困
ｏ
互
巳
〕
言
》
ぐ
目
》
Ｓ
ｇ
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